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（午後７時００分 開会） 

○事務局 それでは、定刻となりましたので、これより第２回台東区まち・ひと・しごと

創生総合戦略等策定委員会を開会いたします。本日はご多用の中、また、夜分にお集まり

をいただきましてありがとうございます。 

 それでは懸田委員長、会の進行のほうをよろしくお願いいたします。 

１．開会 

○委員長 本当に７時という時間から開始ということで申しわけございませんけれども、

よろしくお願いいたします。 

 それでは、開会に際して本日の資料の確認、出席状況並びに傍聴について、事務局より

ご説明いただきたいと思います。 

○事務局 （配布資料の確認及び出席状況の報告） 

 本日の傍聴の希望についてでございますが、本日は一般の方１名から傍聴願が提出をさ

れております。 

 事務局からは以上でございます。 

○委員長 ありがとうございました。 

 それでは、議事に入る前に傍聴についてお諮りしたいと思うんですけれども、いかがで

ございましょうか。傍聴をお認めいただけますか。 

（異 議 な し） 

○委員長 それでは、後ほどお入りいただくとして、会議中にも傍聴願が出ました場合は

傍聴を願うということでよろしゅうございますでしょうか。 

（異 議 な し） 

○委員長 本日は、録音とか撮影の希望は出ておりますか。 

○事務局 希望は出ておりません。 

○委員長 それでは、撮影、録音がないものとして進めたいと思います。それではお入り

いただけますでしょうか。 

（傍 聴 者 入 室） 

 

２．議題 

議題（１）台東区人口ビジョン（素案）について 

○委員長 本日は、議題といたしまして２点用意させていただいております。 
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 まず最初の議題（１）は台東区人口ビジョン（素案）についてということでございます

ので、これにつきましては事務局のほうからご説明いただけますでしょうか。 

○事務局 （議題（１）台東区人口ビジョン（素案）について説明） 

○委員長 ありがとうございました。台東区の人口についての現状及び将来、あるいはそ

れに向けての施策の方向ということでお話しいただいたわけでありますけれども、何かこ

のところでご質問、ご意見ございますればお受けしたいと思うんですけれども、いかがで

ございましょうか。 

○副委員長 枝葉末節な質問なんですけれども、アンケートでその用語を使っちゃったん

だろうと思うんですけれども、区の子ども家庭支援センターは「子ども」の「ども」を平

仮名にしています。こっちはずっと「子供」は漢字を使っているのは、何か意図の変更が

あったんですか。 

○事務局 子ども家庭支援センターは条例設置でございますので名称はそのままなんです

けれども、実は今年度から、「子供」の表記を本区としては原則漢字表記でやっていこうと

いうことになりまして、そのようにいたしております。 

○委員 ちょっと１点だけ、大変申しわけないですが、説明を聞きながらもちょっと教え

てほしいんですが、概要版でいいですが１０ページ目のところの人口の長期見通し、こっ

ち側の推計の概要と比較しながら、見ながら見ているんですが、要は、独自調査のやつと

国立社会保障・人口問題研究所がやるのと、これだけ格差が出ているという、この差は結

構大きいですよね。 

○事務局 そうですね、数字的には大きなものになっています。 

○委員 要は、平成２２年から出ていますが、その前の実際の人口の移動を見ると、独自

というか社人研がやる数字のほうが、グラフの線としてはそっちのほうが何となく合って

いるなという感じもするんだけれども、ここで急に盛り返しているという。しかも、ここ

だけすごく差が大きいという、これが大きくなってきている。何がそうさせているのか。

多分、数字のとり方というのは１つあると思うんですが、数字のとり方と同時に、やっぱ

りそれをとるということはもう１つ社会的要因として、人口がそんなに大きく減りません

よねというそこの社会的要因が大きく存在するのかというふうに思うんだけれども、それ

がちょっと見えていないんですよ。 

○事務局 わかりました。まず、今おっしゃられたように、基準とする人口の時点で社人

研が国調の数字を使っておりまして、約１７万６，０００人からスタートしているけれど
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も、今回の本区の推計が平成２７年４月１日からスタートして１９万人を超えていると。

そこで既に約１万５，０００人、スタートで差があるというのが１つございます。 

 本区では社会増が非常に効いていて、これまでの人口分析のトレンドでも、だんだん縮

小しているとはいえ、社会増によって人口が増加しているという傾向がありまして、その

傾向を捉えて分析をしますとこういう数字になるので、では、社人研と同じ移動率だった

らどうなんだというのもやってみましたところ、平成７２年で１５万２，０００人程度に

なるという数字が出ております。なので、どこが一番効いているのかというと、やはり社

会移動の傾向だった。長期総合計画のときは足元５年で社会移動の状況を捉えたんですけ

れども、今回推計期間が長いので１０年で推計したので、人口の伸びのトレンドがより強

く出てこういう数字になったと考えております。 

○委員 もう１個その部分で、例えば、最後の将来展望というのに関連づくのだけれども、

いわゆる若年層や何かに対する定住性の要因とか就労の何々、これが多分保障されていけ

ば、今言ったようなことの社会的増ということは当然想定できるんですけれども、逆に言

うと、今ここで推計しながらそういう形で独自推計していったときに、そういう社会的要

因というバックボーンがどんなものをベースにしてつくったのか、分析したのかというの

があるのかないのかというのは多分あるはずなんだけれども、何かそういう意味で、多分

人口が単に統計上いろんな取り方があってというのも、それもよくわかるんですけれども、

もしこういったものを考えるとすると、単に数字の取り扱いではなく、やっぱりそこに台

東区としてこういうものが将来的に見えているから、社会的要因として人口がふえていく

ということを想定しているとか、何かその辺の理屈がちょっと見えないんですが。 

○事務局 人口推計をやるに当たりましては、それは社人研も同様だと思うんですけれど

も、未来予測の部分をどれだけ加味できるかというのがなかなか難しいということで、今

回そこは入っていなくて、過去のトレンドで推計をした。そして、推計人口を維持してい

くために、これからさまざまな施策を打っていくという考え方をしております。国は東京

から人を出すと、日本全体としても減ると言っている中で、区としてはこの人口を維持、

確保していきたいと考えております。 

○委員長 基本的にその国の推計というのは、社会増減というのは外から人が来ることし

かないわけですよね。台東区の場合は、社会増減というのは他区から、あるいはほかから

持ってくれば人口はふえるという理解ですよね。 

 それと、例えばこの図でもって、この理解が正しいのかどうかわかりませんけれども、
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２２年推計でやった社人研推計で、２７年で何人ぐらいかというと１７万７，０００人で

あったんだけれども、現実的に言うと１９万３６３人で、ここで１万何千人もうずれちゃ

っているわけですよね、マクロな推計でいくとね。だから、これはパラメーターは全国平

均を推計するために予測の指数を掛けているわけで、それを単純に台東区に掛けてもこう

いう結果になってしまうということだと思いますので。 

○事務局 一応、社人研のほうも２４年に１回全国の推計を出して、その後２５年に、市

区町村別推計も出して、一応積み上げて全体に合うようにまた調整をかけているというこ

とをやっていますので、どこまで区のところを見ているかというのは、ちょっと。 

○委員長 単純な平均値ではないということであることは確かですよね。 

 一応、この数字が実現するためにどうすべきかというような形のビジョンづくりをやろ

うということで、シナリオをつくって、こういうことをやったらこうなりますということ

の方法論ではないということでよろしいんですよね。 

○事務局 はい。 

○委員長 いかがでございましょうか。 

○委員 「人口の将来展望」で、今後の課題が４点ありましたよね。これは、こちらのほ

うでつくった課題ですか。 

○事務局 はい、事務局でこの案はお示しをしました。 

○委員 質問なんですけれども、台東区の今後の課題で一番問題になるのは高齢化だと思

うんですよ。ところが、ここに書いてあるのは若い世代が希望する暮らしとかで、高齢化

対策はあえて外したのか抜かしたのかというところのご質問です。 

 国の創生基本方針でも、やはり東京圏の一番の問題は明らかに医療と介護が不足すると。

医療と介護が不足するから、それを求めて外に出るか、もしくは医療と介護の人間が東京

圏に来るだろうということをはっきり書いてあるわけですよね。ですから、いわゆる医療

とか介護ということを考えますと、台東区のほうのシルバーピアも不足していますし、高

齢化対策というのをあえて入れないのはちょっと疑問に感じるんですけれども、この点は

いかがでしょうかという質問です。 

○事務局 先ほどの概要の１４ページの一番下の表の推計人口の年齢区分別の比率をごら

んいただきますと、こちらもこれまでの人口動向から出した推計でございますが、それに

基づきますと、６５歳以上の人口は、平成７２年に３１．３％と出ております。台東区は、

何年か前までは高齢化率が２３区でも高い、一番だった時期もあったんですけれども、今
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それがだんだん落ちてきていまして、３番とか４番とかの位置なんです。２０代、３０代、

４０代ぐらいまでの転入が割合と多いこともありまして、比率的には高齢化は緩やかにな

ってきています。その結果で推計してこういうことなんですが、取り組みとしましては、

高齢者の方についてもこの先の総合戦略におきましては、できるだけいきいきと元気で暮

らしていただきたいというようなことを盛り込んでいこうと考えてございます。総合戦略

は人口移動、人口減少課題に対してどうするか、それから地域経済の活性化をどうするか

にウエイトを置いたものですから、子供を生み育てることに課題認識のほうもウエイトが

置かれていることになってございます。 

○委員 ただ、国の創生会議の基本方針にも、いわゆる東京圏の介護と医療の問題という

のは解決しなきゃいけない最大課題だというふうに書いてあるんですけれども、それとの

バランスというか、特に１７ページで国の長期ビジョンで東京圏は発展を目指すというこ

とを含めて、国の方針とのリンクということを考えた場合、やっぱりその辺の整合性も必

要なんじゃないかなというふうに感じますけれども、いかがでしょうか。 

○事務局 高齢者のことも全然触れていないということではなくて、１６ページをごらん

いただきたいんですけれども、これは取り組みの方向性ということでお示ししたものです

が、（３）の下のほうになりますけれども、「まちづくりや防災・防犯に加えて、今後、高

齢化率の上昇が見込まれる中で、社会の活力を維持していくため、高齢者の６５歳健康寿

命の延伸を促進・支援するとともに、高齢者が社会参加しやすい環境を整備し、いつまで

もいきいきと元気に暮らすことができる地域社会の実現を目標とした取り組みを進めるこ

とも必要」だと、こういった認識を持ってございます。総合戦略の中では、高齢者にでき

るだけお元気で暮らしていただけるような視点を入れて、施策を組み立てていきたいなと

考えてございます。 

○委員 特にこの（３）を読んだときに感じたんですけれども、健康寿命を伸ばそうとい

うのは話としてはよくわかるんですけれども、残念ながら介護の問題というのはまた全然

別の切り口だと思うんですよ。ですから、それを考えると、やっぱり介護とか特養ホーム

の問題というのは、台東区にとってもそんなことを考えないで健康だけ考えなさいという

のは、ちょっと高齢者を介護している人間からすると極めて切り捨てというような感覚に

なってしまうんですよね。ここにいわゆる介護なり福祉なり、そういうようなものの充実

というような、特に医療なんかも、お金があってもベッド数が足りないというのが明らか

だというふうに、本当にお金があっても医療を受けられないという現実を考えたら、介護
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と医療を別にして健康にしなさいというのは、極めて現実離れをしているんじゃないかな

という印象を持ちますという意見だけにしておきます。 

○事務局 わかりました、ありがとうございます。地域包括ケアという考え方もございま

すので、そういったことも盛り込みながら、今後ご意見を参考にしてつくっていきたいと

いうふうに思っております。 

○委員長 台東区の人口ビジョンづくりと、既に策定されている長期総合計画というもの

の関係もあって、恐らく介護であるとか、そういう高齢者対策というのは総合計画の中で

盛り込まれていて、人口ビジョンというのは、この人口予測を実現するために施策として

どういう方向を考えるのかということであって、若年層だけではなくて、お年寄りも長生

きしてもらわなきゃ人口を維持できないわけですから、そういう観点というのは総合戦略

の中で入れていただければと思います。よろしくお願いします。 

 いかがでございましょうか。 

○委員 本当に委員がおっしゃったように、高齢者で、特に後期高齢者の人口がふえてい

くということですから、その点について区としても、決して今後力を入れないというわけ

にはいかないと思うんですけれども、もう一方で、高齢化率がこのまま台東区でも進んで

いかないようにするためには、やっぱり若い世代が定住していかないと高齢化率がどんど

ん高くなっていくというようなところもあるので、逆に言うと若い人たち、あるいは子育

てする世帯の人たちの人口が少しふえて、そういう人たちが区内にふえてくれば、もしか

したら地域の中でもまた活性化というか、いろいろ活動するときにも若い世代の人たちが

年齢の高い人と何か一緒に活動するというようなことも生まれると思うので、一応ビジョ

ンとしては、子育て世代の人たちが今まで以上に台東区に住めるようなことも考えていか

なくてはいけないのかななんていうことをちょっと思いました。 

○委員長 １１ページの（４）にありますように、「６５歳以上の区民が転出超過となる傾

向が長期的に続いています」というのは、年をとったらほかへ行っちゃっているというこ

とでありますから、委員がおっしゃるように、その６５歳以上の人たちが台東区に住み続

けられる環境があるのかどうかということは、やっぱり転出超過というのは近隣の区とか、

うちもそうでしたけれども、台東区でなくて足立区のほうへ行ってしまうというようなこ

とがありましたので、何かその辺の、委員おっしゃる点がここにも出ているわけですから、

ちょっとその辺検討していきましょうと。 

○委員 これは台東区の人口ビジョンのことだから、台東区の中で全て完結しなくちゃい
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けないのかということもちょっと想定しながらも、恐らく今言ったような介護の問題なん

かは、私も実際に今特養を運営しておりますけれども、国が言うようにもそうなんですが、

はっきり言って若い人たちが介護のところに入ってくるということは今なくて、逆に言う

と、今安倍総理が特養をつくりますと言っても、東京圏で特養をつくられたって人がいな

い、オープンできないところが今都内でも幾つか点在し始めているのが実態なんですよね、

人がいない。 

 そうすると、例えば台東区の中で、今言ったようなことで高齢者が住み続けるという、

ここは大きな命題として持っておかなくちゃいけないけれども、場合によっては、多分台

東区の中で全て若い人もここに住んでねというと難しいかもしれないんですが、逆に言う

と、そういうことが台東区の中で、高齢の介護の問題も含めて働き続けられる職場環境地

域づくりみたいな何かをやって、この高齢者の人たちが住み続けられる、若い人たちが中

へ入ってこられる、仕事で入ってこられる、そういうような周辺区域と連動するような発

想を持たないと、１つの区だけでこれを解決するかといったら、ちょっと今の東京都市圏

という部分で見るとなかなか難しいような気もするんですが。 

 とは言いながらも、台東区のことだからやらなくちゃいけないのは重々承知しているん

ですけれども、そういったようなことの少し大きい圏域というのも一方ではこっち側に持

ちながらも、それも含めてここの台東区の中でどうするか、そういうような戦略構造を持

っていく必要性があるのかな。そのときに、若者が住んでくれればいいけれども、住まな

くても仕事で入ってこられるという、そういうような構想が必要かなという感じもちょっ

とするので。さっき統計の取り方をどうするかなというのがちょっとよく見えなかったも

のですから、そんなことで考えたところです。 

○事務局 恐らく地方では、まさに委員がおっしゃったように、地方に介護施設をつくっ

て、そこで雇用も創出して、東京圏あるいは大都市圏から高齢者に移っていただきたいと

いうふうに考えてつくっていくところもあるだろうと思います。 

○委員 だから、それが杉並区なわけですよ。それで、南伊豆と提携して向こうに介護施

設をつくる、当然、南伊豆の人たちがそこで就労の場をつくるという一石二鳥だろうとい

うけれども、逆に言うと、杉並の高齢者は、では南伊豆に行くかといったら、多分行かな

いですよね。 

○事務局 杉並区は非常に待機していらっしゃる高齢者の方が多いと言っていますね、か

なりの数。 
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○委員 多いんです、１施設２００～３００人いますからね、うちもそうですが。だけれ

ども、行くかというと、行かない可能性もなくはないなというか。 

○事務局 定住意向や何かを聞くと、高齢の方は台東区から出ていきたいとおっしゃらな

いんですね。お若い方のほうが、まだ流動する可能性はあるんだろうなという気はします。 

○委員長 ありがとうございました。これを反映いたしまして総合戦略をつくっていくと

いうことでございますので、まだご質問等ございますでしょうけれども、先に議題（２）

台東区まち・ひと・しごと創生総合戦略骨子案についてご説明いただいて、またご議論を

いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

議題（２）台東区まち・ひと・しごと創生総合戦略骨子案について 

○事務局 （議題（２）台東区まち・ひと・しごと創生総合戦略骨子案について説明） 

○委員長 ありがとうございました。ちょっと聞き漏らしてしまって恐縮でございますが、

庁内でまとめていらっしゃるのは。 

○事務局 本日は骨子案ということで、施策、事業をお示しはできていないんですけれど

も、庁内でここの組み立てについては今検討を進めているところでございます。 

○委員長 ⅠからⅣの基本目標に沿って、施策の方向はこの枠組みで。 

○事務局 はい、今こういう骨子を示しまして、それで施策、それから事業はどういった

ものをここに置いていくのかにつきましては、考え方としては長期総合計画の施策を中心

にする、それから行政計画の事業を中心にするということを基本としまして、庁内で今こ

こをどういうふうに組み立てていくのかということを検討しているところでございます。 

○委員長 いかがでございますか。最終的な創生総合戦略というのはこういう形でまとめ

るということで、そのバックに人口ビジョンというものがあるというふうにご理解いただ

くということですよね。 

○事務局 そうですね、先ほど人口ビジョンでお示ししました人口の推計の水準を維持確

保していくために何をしていくべきなのかということで、この総合戦略を組み立てていく

ということでございます。 

 補足でございますけれども、前回、第１回目の会議でいろいろとご意見をいただきまし

た、例えば、新ビジネスについての支援ですとか、開業、創業の支援といったものは、こ

ちらの基本目標のⅠの中で組み立てていくというふうに考えております。それから、就業

先として魅力のあるエリアということのための工夫も必要であろうというご意見もござい
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ましたが、そういったものはこの全体で区の魅力をどう見せていくか、そしてⅢのところ

で就労支援の充実も記載をしておりますので、そういったところで組み立てていくのかな

と。そしてまた、これも台東区の魅力ということになりますが、働く、住む、子育てする

ために選ばれる区としての特徴づけが必要だろうというご意見もいただきましたので、そ

ういったものはこの総合戦略全体の中で見せていくのかなと思っております。 

 また、生活の施策や子育て支援というのは、ⅢあるいはⅣで主として出てくる、地方と

の交流につきましてはⅡの「④多様な地域との連携による交流事業の展開」のところで組

み立てていくというようなことを今考えているところでございます。 

○委員長 大変恐縮なんですけれども、言葉の問題なんです。僕が古いのかもわからない

けれども、基本目標として若い世代の妊娠の支援というのは、妊娠というのは入れる必要

があるんでしょうか。 

○事務局 今、非常に出産前からいろいろな支援をすることが必要であるというのが考え

方でございまして。例えば、妊娠届を出した時点でアンケートをして不安解消に努めるだ

とか、そういった取り組みもしているところでございます。また、不妊治療みたいなもの

も今求められておりますので、妊娠のところから支援をしていくという。 

○委員長 妊娠というのは出産の前提であるから。 

○事務局 前提なんですけれども、そういったところからやらないと、なかなか人口がふ

えていかないということもあるのかなと。 

○委員長 いやいや、わかります。だから、出産をふやせばいいわけだから、そのための

手段として出産前のいろんな支援も必要だと言われればわかるんだけれども、何か妊娠て、

パンダのあれみたいな、上野動物園のあれみたいで。まあ、私だけかもわかりません。 

 いかがでございましょうか。 

○副委員長 先ほど人口ビジョンで０～４歳の年齢が転出しているということで、台東区

の待機児童の状況を見ると、もちろんいるんだけれども、他区と比べてそう激しい待機児

童数じゃないですよね。 

○事務局 平成２６年４月で１２６人、平成２７年４月で１７０人です。 

○副委員長 そうですよね。それは１３０名も大変なんだけれども、むしろ就学前という

よりは、就学後のことを考えて、就学期を見据えて転出しているということは考えられま

すか。 

○事務局 小学校に上がる前にということですね。 
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○副委員長 ほかの場所で小学校に上げたいから。とすると、子育て支援というのは０～

４のところも大切なんだけれども、学童期の生活だとか教育というところをきちんと支援

していかないと、この人口の流出はとまらないのじゃないかと思うんですが。 

○委員長 ０～４歳児と６５歳以上が転出しているという区の状況がありますけれども。

いかがでございましょうか。 

○委員 ちょっと意地悪な質問になってしまうかもしれないんですけれども、この骨子を

見ると、この創生総合戦略に基本目標があって、方向性が出て、それで施策と事業という

ふうな読み方をしていいんですか。 

○事務局 この骨子案全体が総合戦略ということなんですけれども、基本目標を立てまし

て、施策の方向、それから施策を組み立て事業をぶら下げていくという。 

○委員 普通は、基本目標があって、台東区の基本計画があって、長計があって、行政計

画に落とすという形ですよね。ところが、現在時点で長期総合計画はここにあるとおり２

７年度、今年度１０年計画ができたばっかりですよね。もうでき上がっちゃっているわけ

ですよね。ですから、基本目標があって方向性をつくったって、もう１０年間できちゃっ

ているわけですよね。ここで言う長期総合計画に施策を中心に考えていこうというのは、

２０年後を考えているという意味ですか。 

 それともう１つは、行政計画も３年分がちょうど今年できたばっかりですよね、切りか

えの時期でね。今年度から２９年度まで、でき上がったばっかりですよね。つまり、長期

総合計画と行政計画の２つがもう完全に完成しちゃっているときに、今基本目標と方向性

というのはどういうふうに関連づけたらいいのかなということ。 

○事務局 この総合戦略は５年間の計画を立てるということになっておりまして、まさに

今委員がおっしゃったとおり、台東区は長期総合計画と、それから行政計画を策定したと

ころでございます。それで、長期総合計画というのは区政全般にわたる非常に幅の広い計

画でございますが、この総合戦略というのは、人口減少の克服ですとか、それから地域の

経済の活性化というところに分野をかなり絞った計画になりますので、この長期総合計画

で組み立てた施策の中からそこに該当するようなものを再度こちらに組み立て直すという

か、こちらから抜き出してきて、そこに組み立てていく、行政計画事業もまた同様の考え

方でございます。 

 ですので、この長期総合計画にある人口と、それから経済の活性化に特化した部分を再

構築し直すというイメージの計画になると考えております。 
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○委員 長期総合計画を前回いただいたので見たんですけれども、この施策の方向という

のは、今の長期総合計画と表現が違うけれども、産業の活性化とか成長、発展、文化、子

育て、項目、その表現が違うだけで、ほとんど長期総合計画もこの施策の方向と、目次で

見る限り一緒のような気がして。あえて言うと、人口動態を見た上で、今回、先ほど委員

もおっしゃったような関連したところに、墨田区で老人ホームが、千葉のほうですごい火

災が起きてどうしたとかいうような事件がありましたけれども、特別この創生の基本目標

の中から長期総合計画、行政計画にない、いわゆる独自な案というものが何かすごく特徴

が見にくいんですけれども、いかがでしょうか。 

○事務局 おっしゃるとおりで、本当は本区としても長期総合計画と行政計画、あるいは

それ以外の個別計画でいけるのであればいいんですけれども、この総合戦略は国が地方も

つくりなさいということでやっておりますので、本区としての考え方はほぼ既につくって

いるもので整理をしておりますので、そこを再構築して総合戦略をつくる。それからまた、

その中でもまだ弱い部分、あるいは長期総合計画策定以降、もう少しさらに追加しなけれ

ばいけない部分もあろうかと思いますので、そういったところがあれば加えていきたいな

と考えております。 

○委員 その辺を強調されたらいかがですかという意見です。意見にとめておきます。 

○委員長 区としても苦しいところがございまして。 

○事務局 極端に言うと、市町村によっては、基本計画をつくったらこれを総合戦略にみ

なすと書いて終わりにしているところもあるんです。さっき委員がおっしゃった介護と高

齢者の医療の問題とか、そういうのも区の長期総合計画に入っているので、これは１つの

指針で、区としての全体的な方向性は定まっているのですが。今回、それに加えて、担当

が言ったとおり国が総合戦略をつくってくださいねと言っている中で、台東区としては、

長期総合計画を総合戦略とみなすというのはなかなか難しいだろうということで、あえて

長期総合計画をベースにしながら再構築したのが今の基本目標としているのが、台東区の

いわゆる総合戦略として今やってもらっているという状況なんです。 

 国のほうは、地方に人を出すとしておりますが、台東区から人を出しますよという形で

はとても基本目標にはできないので、言い方としては東京都と同じような形に一応置いて

いるという状況ですので、結果的に言うと、これをうまくこの中に当てはめたということ

が１つある。ただ、それだけでは足りないので、足りないものについては今の時点で新た

なものも当然、来年以降の部分も含めて入れていくという形になります。 
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 委員がおっしゃるとおり、見た感じでは長期総合計画と行政計画でいいんじゃないかと

いうことはありますが、そうは言ってもここはなかなか難しいかなというので、あえてう

ちは新たな計画としてつくっているという状況です。 

○委員 若い世代の子育て、それからそういうところでの支援というのはもちろんだと思

うんですけれども、やっぱり教育というところでの、今現在台東区で育っている子供たち

がここで子育てをしたい、ここに住み続けたいと思う施策というのをできれば盛り込んで

いくべきではないかなというふうに思います。実際、自分の子供たちが今１８歳、１９歳

となってきたときに、やっぱりこの町がいい、この町から離れたくないと思うだけの教育

を、今現在も台東区は一生懸命していただけたと思うので、そういうことを盛り込まない

と、その子たちが、じゃあいいよ、違うところへというふうになってしまうとやっぱり弱

くなっていくのかなと思うので、そこはぜひ入れていっていただければと思います。 

○事務局 ただいまのご意見もまた参考にしながら検討させていただきます。 

○委員長 外から来た人をふやすということもあるし、定住してもらうということもある

んだけれども、今いる人たちの中でも年齢が上がっていって、そういう年齢になったとき

でも台東区に住み続けるというのが、外から来た人をどう定住させるのかと必ずしも同じ

ようなことではない部分があると思いますので、今、委員がおっしゃるように、そっちの

部分も何か組み込む必要があるかなというふうに。 

○事務局 今後どういう形でか、ちょっとまた検討はさせていただきたいと思います。 

○委員 働きながら子育てをしやすいということで、出産のタイミングで台東区に転入し

てきた立場ですが、実際に住んでみると、子育て支援や交通の利便性に加えて、町自体の

持つ暮らしぶりの良さや墓地を中心とした自然、文化的に恵まれた空間などに価値を強く

感じており、ここよりも交通の便がよい高級住宅地だからといって転出したいとは思わな

いような魅力が、台東区にはあると感じています。総合計画のときは、どちらかというと

外から観光客を呼ぶ、という視点での観光資源の生かし方に焦点をあてた記憶があります

が、住み続ける人にも焦点をあてて、急に街並みを崩すような大規模建築などに対して一

定の配慮を促すような意思表示を折り込めたらと思います。いきなり、建築制限を設ける

などは難しいかもしれませんが、台東区の魅力は機能性だけではないので、外に魅力をア

ピールする意味でも、今ある良い暮らしぶりや景観ごと町の価値と考えて、暮らしぶりと

景観ごと町の価値を守りたいということをメッセージとして、このⅡに盛り込めたらと思

います。 
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 どちらかというと、この基本目標のⅡは、やはり観光・交流という面が中心になってい

るんですけれども、今回は仕事という意味ではそこが焦点になるかもしれないんですけれ

ども、住民からすると、少し外に対してのアピールですとか、町の機能性だけではなくて、

暮らしぶりだったり、景観だったり、今あるものを残したいというところのニュアンスを、

ちょっと私もどういうふうにとは言えないんですけれども、含めて書けたらすごくうれし

いなという意見を持っていますので、お伝えします。 

○事務局 ありがとうございます。そういった景観ですとか自然、緑を大事にしていくと

いうことも盛り込んでいきたいなと考えてございます。 

○委員 特に、大規模住宅が建つことに関しては、たびたび問題になる部分ですが、景観

に加えて、そこにどんな人が入ってくるのか、今まで通りの暮らしと町の活動に参加して

くれる層の人が入ってくるのかどうか、というところも気がかりの１つです。区として、

こういう町でありたいという像を書くことで、少し外に向けてそのあたりも発信できたら、

と感じます。 

○委員 今、若い子たちというとどの辺の年齢を指していいかわからないけれども、多分

子育て世代及びちょっと前ぐらいなのかなぐらいの、例えば、あんな古い京都みたいな町

でも、逆に古い家並みが今相当ああいうところもあいてきている。台東区も空き家対策を

やっていますよね。そういう意味では、そういう古い町並みとか古い家を使いながら、そ

の地域文化みたいな、何かそういったところに住み続けたい、我々の若い時代はむしろそ

んなのじゃなくて、もうちょっとぎらぎらしたぼんとなる部分があったけれども、今の若

い子たちは、どちらかというとそういう静かな文化性みたいなものを非常に好む部分が結

構ふえているなという、そういう印象を今大学で教えてもそうなんだけれども。 

 逆に言うと、若い子たちに住んでいただきたいとなると、むしろ、先ほど言われたよう

にもう１つはやっぱり教育、文化という部分を、この長計の中にも少し入っていますけれ

ども、そういう文化という部分をもうちょっと打ち出して、若い子たちが古い文化と新し

い文化の共存みたいな、何かそういうキーワードで教育と文化みたいな、そういう基本目

標を立てながら、そこに新たに移ってきてもらえる、若い人たちも移ってきてもらえる、

そのまま定住化していけるとか、そういうようなキャッチコピー的なものもつくりながら

戦略を考えるというのも、私はこれから若い人口が減っていく、高齢者がふえていくとい

うとどうしようかとなるけれども、何かそういう台東区が江戸文化からずっと育んできた

文化を生かすと、私は結構若い人たちがぐぐっと寄ってくる部分につながるのじゃないの
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かなと、すごくそんな感じがするんですよね。 

 だから、そこは少し、今言われたように教育という部分と、伝統文化というと変な言い

方ですが、古いのだけがいいと言っているのじゃなくて、新しい文化を京都みたいにつく

りながらの文化性、そんなことは少し柱の中に入れておいてもおかしくはないかなという

感じがしますよね。 

○委員長 人口の、あるいは住まいということになると、住宅統計を見てみると、要する

に台東区というのは戸建て住宅は多分ほとんどふえていなくて、集合住宅がふえて、それ

がその若い人たちの転入の受け皿になっているわけですよね。防災とかの問題と景観の問

題というのは悩ましいところなんですけれどもね。 

 やっぱりどうなんですかね、これから将来推計をずっと伸ばしていったときに集合住宅

というのが、どんどん劣化していく住宅が物すごくふえてくる。そうすると、今度は集合

住宅の空き家率がどんどん高くなってくる。そうすると、スラムみたいな状況になってし

まうというようなことを考えると、住宅ということをどう考えるかという必要があるかも

わからないという気がいたしますけれども。 

○事務局 そうですね、住宅政策というのも非常に重要な視点でありまして、住宅のマス

タープランも昨年度つくっておりましたが、マンション対策をこの先どうしていくのか、

区としても課題認識は持っているところです。それをこの５年間の計画にどう盛り込んで

いけるのかというのは、また検討させていただきたいと思います。 

○委員長 建築許可さえおりれば、どんどんマンションができてきちゃって、若干ワンル

ームマンションは規制しましょうとかはありますけれども、その辺、ほとんどマンション

ばっかりになっちゃっていますからね。ありがとうございます。 

 いかがでございましょうか。 

○委員 文化を台東区の定住化に生かすという意見に対しては、本当にとてもいい意見だ

と思いながらも、現在、芸術の秋の最中に上野の山文化ゾーンフェスティバルといって、

二十数団体が協力していろいろなイベントを打ったり、ｉＰＳの先生の講演があったりと

いうのがどのぐらい周知されているのかなと。もったいないというか、本当に台東区は特

に上野、谷中なんかもすごくいい施設がありながら、小学校の社会科云々はなっているけ

れども、大人になって本当に訪れる機会が少な過ぎるので、ぜひ区民の特権というのかな、

区民であれば率先して、いわゆる定期券なんかも売っているみたいなので、それとか、区

民であればこうだとか、ある週間を決めて、その期間であれば無料だとか、区の税収から
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すると、収入源を当てにしていないのであれば区民開放の日をつくるとか。施設がありな

がら生かされていないというのが実感としてありますので、いろんな機会で区民がもっと

利用できるような、特に今文化ゾーンフェスティバルの期間とか、西洋美術館を世界遺産

登録にするというキャンペーンを張っていたらみんなで行くとか、あらゆる機会を設けて、

そこにさらに、そういう優待策を積極的にやっていただけないでしょうかということを感

じます。 

○事務局 ありがとうございます。文化ゾーンでやっているさまざまなイベントは、委員

おっしゃるように非常に魅力的なものが多数あって、ＰＲにもどんどん努めなければいけ

ない。ただ、あれは国がやっていたりですとか必ずしも区だけではないので、なかなか料

金をどうするかというのは難しいところではありますけれども、台東区の文化施設につき

ましては、先ほど紹介してくださいましたように年間パスポートをつくったりですとか、

１館入場して、その施設の券を持っていくと、その次の施設では半額になるという取り組

みも始めたりしておりますので、そういったことをＰＲしなければいけないなと思ってお

ります。 

 また、西洋美術館は、子供たちにも知ってもらおうということで授業の中に取り入れて

見学に行っていただいたりという取り組みをやっております。芸大とも組んで子供向けの

プログラムも多数やっておりますので、その周知について行政も頑張らなければいけない

と思っております。 

○委員長 ありがとうございました。では、よろしゅうございますでしょうか。 

 本日は、大体人口ビジョンがこういう方向でまとまりつつあるということと、創生総合

戦略の骨子案をこういう形でまとめていきたいということをお認めいただきたいというこ

との委員会でございますので、その方向でご了解いただけますでしょうか。 

（異 議 な し） 

○委員長 ありがとうございました。 

 

３．その他 

○委員長 それでは、その他ということで今後のスケジュールとかも含めてご報告いただ

ければと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○事務局 （次回日程について説明） 

○委員長 ありがとうございます。 
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 前回お話しいただいているんでしょうけれども、１１月は何を議題にするか、今度は総

合戦略の案ができるんですか。 

○事務局 今度は、人口ビジョンと総合戦略の両方の中間のまとめということで、総合戦

略をもう少し詳しく、できるだけお示ししたいと思っております。 

○委員長 ありがとうございました。 

 それでは、第２回の策定委員会をこれで終わりたいと思います。夜分遅くなりまして申

しわけございません。どうもありがとうございました。 

（午後８時２３分 閉会） 

 


